
令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果

平均正答率

この問題解けるかな？
全国の小学生が
挑んだ問題です！

正答率

枚方市 73.9

全国 71.1

答えは最後の
ページにあるよ



令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜小学校 概要＞

平均正答率

結果の推移
（対全国比）

小学校について、

国語は全国平均とほぼ同じ。

算数は全国平均を上回っている。

理科は全国平均を下回っている。

小学校 枚方市 大阪府 全国

国語 66 64 65.6

算数 64 63 63.2

理科 62 60 63.3
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令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜中学校 概要＞

平均正答率

結果の推移
（対全国比）

中学校について、

国語と数学は全国平均とほぼ同じ。

理科は全国平均を下回っている。

中学校 枚方市 大阪府 全国

国語 69 67 69.0

数学 51 51 51.4

理科 46 47 49.3
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0.950

1.000
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令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜小学校 国語＞

正答率
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正答数分布

分類・区分別
集計結果 分類 区分

対象
問題数

平均正答率(％)

枚方市 全国

学習指導
要領の
内容

知識及び技能

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 5 69.7 69.0 

(2) 情報の扱い方に関する事項 0

(3) 我が国の言語文化に関する事項 1 74.2 77.9 

思考力，判断力，
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 2 66.8 66.2 

Ｂ 書くこと 2 46.8 48.5 

Ｃ 読むこと 4 67.8 66.6 

評価の観点

知識・技能 6 70.5 70.5 

思考・判断・表現 8 62.3 62.0 

問題形式

選択式 8 71.8 71.8 

短答式 3 64.0 63.6 

記述式 3 51.7 51.3 



令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜小学校 国語＞

成果があった設問

正答率

枚方市 71.2

全国 68.3

大問２ 問二

【問題の概要】

文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付ける

（正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

①この物語から伝わってくることを考えて書いている。

② 10字以上、30字以内で書いている。

（正答例）

・夢をもち続ければ、いつかかなえられるということです。(26字)

・今を大切にすることが明るい未来につながるということです。(28字)

・好きなことをもつ大切さです。(14字)

人物像や物語の全体像を具体的に想像することが
できるかどうかをみる設問。これまで本市の課題
であった国語の記述式の問題において正答率が向
上し、全国を上回った。



令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜小学校 算数＞

正答率
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分類 区分
対象
問題数

平均正答率(％)

枚方市 全国

学習指導要領の領域

Ａ 数と計算 6 69.7 69.8 

Ｂ 図形 4 65.4 64.0 

Ｃ 測定 0

Ｃ 変化と関係 4 53.1 51.3 

Ｄ データの活用 3 70.8 68.7 

評価の観点

知識・技能 9 69.4 68.2 

思考・判断・表現 7 57.6 56.7 

問題形式

選択式 6 53.6 51.8 

短答式 6 77.4 76.5 

記述式 4 60.4 60.2 



令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜小学校 算数＞

成果があった設問 加法と乗法の混合したポイント数の求め方を解釈
し、ほかの場合のポイント数の求め方と答えを式
や言葉を用いて記述できるかどうかをみる設問。
これまで本市の課題であった算数の記述式の問題
において正答率が向上し、全国を上回った。

大問３ 問４

【問題の概要】

１年生の希望をよりかなえるためのポイント数の求め方と答えを書く

（正答の条件）

次の①、②、③の全てを書き、答えを180と書いている。

①かくれんぼを希望している１年生のポイント数を求める式や言葉

②かくれんぼを希望している６年生のポイント数を求める式や言葉

③１年生のポイント数と６年生のポイント数の合計を求める式や言葉

（正答例）

【求め方】かくれんぼを希望している人数は、１年生が14人、６年生が８人

なので、かくれんぼのポイント数は、10×14＋５×８＝180で、

180ポイントです。【答え】180（ポイント）

正答率

枚方市 68.4

全国 67.7



令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜小学校 理科＞
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分類 区分
対象
問題数

平均正答率(％)

枚方市 全国

学習指導要領の
区分・領域

Ａ区分

「エネルギー」を柱とする領域 4 50.0 51.6 

「粒子」を柱とする領域 5 60.0 60.4 

Ｂ区分

「生命」を柱とする領域 5 73.5 75.0 

「地球」を柱とする領域 5 61.8 64.6 

評価の観点

知識・技能 6 61.6 62.5 

思考・判断・表現 11 62.4 63.7 

問題形式

選択式 11 65.6 66.8 

短答式 3 64.6 66.2 

記述式 3 47.0 47.3 



令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜小学校 理科＞

課題があった設問 水は水蒸気になって空気中に含まれていることを
理解しているかどうかをみる設問。
正答率が５割強と低く、全国を大きく下回った。

大問４ 問４

【問題の概要】

鉄棒に付着していた水滴と氷の粒は、何が変化したものかを書く問題

（正答例）

・水蒸気

・水蒸気という言葉は用いていないが、蒸発という言葉を用いた内容で解答
しているもの

・水蒸気という言葉は用いていないが、水が気体に変化したものという内容
で解答しているもの

正答率

枚方市 54.5

全国 62.0



令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜中学校 国語＞

正答率
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分類 区分
対象
問題数

平均正答率（％）

枚方市 全国

学習指導
要領の
内容

知識及び技能

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 6 73.6 72.2 

(2) 情報の扱い方に関する事項 1 45.0 46.5 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 3 69.3 70.2 

思考力，判断力，
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 3 62.9 63.9 

Ｂ 書くこと 1 45.0 46.5 

Ｃ 読むこと 2 68.2 67.9 

評価の観点

知識・技能 10 69.4 69.0 

思考・判断・表現 6 61.7 62.3 

問題形式

選択式 6 73.3 73.7 

短答式 5 70.7 70.3 

記述式 3 57.4 57.4 



令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜中学校 国語＞

成果があった設問 自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工
夫して話すことができるかどうかをみる設問。
これまで本市の課題であった国語の記述式の問題
において正答率が向上し、全国を上回った。

大問１ 問３

【問題】

＜二人の会話の一部＞に「他の部分も話し方を工夫してみます。」とありま
すが、あなたならどの部分をどのように工夫して話しますか。次の条件１と
条件２にしたがって書きなさい。

条件１ 【川口さんのスピーチ】のどの部分をどのようにして話すのかにつ
いて、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに着目して具体的に書くこと。

条件２ 条件１のように話す意図を書くこと。

（正答例）

「オンラインであっても、相手が話したことに相づちを打ったり、相手の話
を受けてさらに質問をしたりするように意識することが大事だったので
す。」という部分が一番伝えたいことなので、他の部分よりも大きな声で話
す。

正答率

枚方市 53.4

全国 51.8



令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜中学校 数学＞

正答率
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分類 区分
対象
問題数

平均正答率(％)

枚方市 全国

学習指導要領の領域

Ａ 数と式 5 55.7 57.4 

Ｂ 図形 3 43.9 43.6 

Ｃ 関数 3 42.9 43.6 

Ｄ データの活用 3 57.0 57.1 

評価の観点

知識・技能 9 58.8 59.9 

思考・判断・表現 5 36.3 36.2 

問題形式

選択式 4 51.5 52.6 

短答式 5 64.6 65.7 

記述式 5 36.3 36.2 



令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜中学校 数学＞

成果があった設問 データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的
な表現を用いて説明することができるかどうかを
みる設問。これまで本市の課題であった数学の記
述式の問題において正答率が向上し、全国を上
回った。

大問７ 問１

【問題】

図１、図２のヒストグラムの特徴をもとに、より長い時間回りそうなコマを
選ぶとすると、あなたならどちらのコマを選びますか。下のア、イの中から
どちらか一方のコマを選びなさい。また、そのコマを選んだ理由を、２つの
ヒストグラムの特徴を比較して説明しなさい。どちらのコマを選んで説明し
てもかまいません。

（正答例）

コマＡの回った時間の方がコマＢの回った時間より５５秒以上の階級の度数
の合計が大きいので、コマＡの方がより長い時間回りそうなコマである。だ
から、コマ回し大会ではコマＡを選ぶ。

コマＢの回った時間の方がコマＡの回った時間より５０秒以上の階級の度数
の合計が大きいので、コマＢの方がより長い時間回りそうなコマである。だ
から、コマ回し大会ではコマＢを選ぶ。

正答率

枚方市 46.5

全国 44.0



令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜中学校 理科＞
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分類 区分
対象
問題数

平均正答率(％)

枚方市 全国

学習指導要領の領域

「エネルギー」を柱とする領域 6 38.8 41.9 

「粒子」を柱とする領域 5 48.0 50.9 

「生命」を柱とする領域 5 53.3 57.9 

「地球」を柱とする領域 6 42.8 44.3 

評価の観点

知識・技能 7 43.0 46.1 

思考・判断・表現 14 48.1 51.0 

問題形式

選択式 15 47.4 49.6 

短答式 1 20.7 24.8 

記述式 5 48.8 53.5 



令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜中学校 理科＞

課題があった設問 アリの行列のつくり方を探究する場面において、
視覚による情報を基に行列をつくるかを調べた実
験の結果を分析して解釈し、課題に正対した考察
を行うことができるかどうかをみる設問。
正答率の全国との比較で、全設問中最も差がある。

大問８ 問１

【問題の概要】

アリが視覚による情報を基に行列をつくるかを調べた実験の結果を基に、課
題に正対した考察を記述する

【問題】

、 に当てはまる適切な言葉をそれぞれ書きなさい。

（正答例）

Ｐ 変化しない

Ｑ 視覚による情報をもとに行列をつくらない

正答率

枚方市 48.1

全国 55.2

Ｐ Ｑ



令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜質問紙調査＞

児童生徒調査の結果

〇自分にはよいところがあると思う。

〇先生はあなたのよいところを認めてくれている。

▲家で自分で計画を立てて勉強をしている。

★授業では各教科などで学んだことを生かしながら，自分の考えをまとめる活動を行った。

〇学級の友達と協力して学習や学校生活を行うことについての全項目

〇自分の目標や課題の解決に向けて、自分で考え、自分で取り組むことに関する項目

〇平日に２時間以上勉強している。（授業以外）

▲休日に３時間以上勉強している。

＜本調査について＞

〇解答時間は十分だった。

★ICTを活用し学習を行うことに関する全項目

〇困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる。

〇自分の考えがうまく伝わるよう資料や文書・話の組み立てなどを工夫して発表した。

〇自分の思いや考えをもとに、作品や作文など新しいものを創り出す活動を行った。

▲今住んでいる地域の行事に参加している。

【小学校の状況】
〇：望ましい状況にある項目（全国比＋３P以上） ▲課題と考えられる項目（全国比－３P以上）

【中学校の状況】
★特に望ましい状況にある項目（全国比＋１０P以上）
〇：望ましい状況にある項目（全国比＋３P以上） ▲課題と考えられる項目（全国比－３P以上）

【小中学校共通の状況】
★特に望ましい状況にある項目（全国比＋１０P以上）
〇：望ましい状況にある項目（全国比＋３P以上） ▲課題と考えられる項目（全国比－３P以上）

※下線部は該当項目が多いため、
まとめて表示したものです。



令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果＜質問紙調査＞

保護者の皆様へ

小学校・中学校ともに、

「放課後や週末に何をして過ごすことが多いですか

（複数選択）」

に対して、「家で勉強や読書をしている」を選択してい

る児童・生徒ほど、各教科の正答率が高いことがわかりま

した。

（他の選択肢の中にあった「学習塾など学校や家以外の

場所で勉強している」という項目より、「家で勉強や読書を

している」という項目の方が、学力調査との相関関係が強

く出ています。）

家庭学習の定着に向けて、宿題の質を工夫（探究型、予

習型等）するとともに、授業を通して知的好奇心を高める

ような働きかけを行い、自学自習力や読書習慣を育んでま

いります。

また、「生活習慣」と「学力」には相関関係があることから

も、保護者の皆様による家庭における生活習慣・学習習慣

の確立に向けて、ご協力をよろしくお願いいたします。



枚方市が大切にする５つのCの視点（非認知能力の育成）

枚方市では、学習指導要領が示す、これからの子どもたち

に必要な資質・能力を育成するために、Ｃから始まる５つの視

点を大切にします。1人1台のタブレット端末を活用し、５つの

Cの視点を意識し、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現

力等」 「学びに向かう力、人間性等」を身につけていきます。

枚方版ICT教育モデル
【https://onl.tw/Zw76PeS】

https://onl.tw/Zw76PeS


令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果

平均正答率調査の目的

義務教育の機会均等とその水準の維持

向上の観点から、全国的な児童生徒の

学力や学習状況を把握・分析し、教育

施策の成果と課題を検証し、その改善

を図るとともに、学校における児童生

徒への教育指導の充実や学習状況の改

善等に役立てる。さらに、そのような

取組を通じて、教育に関する継続的な

検証改善サイクルを確立する。

答えは、

４

１

、 100

25

、 ４

１ と大きさの等しい分数
を解答しているもの

でした！（いずれも正解）


